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*福山市廃棄物減量等推進審議会議事録（抜粋） 

 

２０１０年（平成２２年）８月２７日 

１０時００分～１２時００分 

福山市役所議会棟３階 第５委員会室 

 

出席者 

委 員：髙田委員，藤井（智）委員，三委員，佐藤委員，河原委員，沖藤委員，藤本委員， 

髙橋委員，古川委員，博多委員，福井委員，鶴崎委員，藤井（輝）委員，秋山委員， 

五阿彌委員，開原委員 

事務局：経済環境局長，環境部長，環境総務課長，環境保全課長，廃棄物対策課長， 

環境啓発課長，福山クリーンセンター所長，南部環境センター所長，環境総務課補佐，

環境総務課庶務担当次長，廃棄物対策課長補佐兼第１担当次長 

 

 

事務局提案等の承認について 

提案事項等 承認事項 

会長・副会長の選任

について 

福山市廃棄物の処理及び再生利用等に関する条例施行規則に基づき，

会長及び副会長を選任しました。会長の選任については，委員からの提

案により，事務局案として福井委員（前会長）を会長として提案し，承

認されました。また，副会長の選任については，委員から福井会長の推

薦による選任との意見があり，藤井委員（前副会長）を推薦し，承認さ

れました。 

審議会の議事録等の

公開について 

審議会での審議状況を積極的に公開し，開かれた市政の実現を目指す

ため，審議会の委員の発言の主旨を踏まえた議事録（抜粋）を福山市ホ

ームページ等で公開します。また，審議会の傍聴についても，報道機関

への情報提供に加え，福山市ホームページ等での審議会の開催の周知等

により，市民が審議会に関わりやすい機会を設けることが承認されまし

た。 

 

 

議題（１）２００９年度（平成２１年度）ごみ排出量等について 

発言者 質 疑 応 答 

藤井副会長 

 

 

 

 

 

２００６年度以降，ごみの排出量は

減少していますが，景気低迷のほかに

政策的な効果，寄与率がどの程度影響

していると認識されていますか。 

 

 

２００４年度から２００８年度までに

５％削減を目標とするごみ減量大作戦に

取り組みました。取り組み内容は，家庭ご

みの減量，事業系ごみの減量，エコショッ

プ制度の増設などで，そのほか資源回収の

拡充，生ごみ処理器設置補助，出前講座や
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施設見学等，市民・事業者の方への啓発な

どの取り組みを実施しています。 

効果。寄与率について実績は把握してい

ませんが，ごみ減量大作戦を基本に現在も

取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リサイクル率が非常に高いことに

はＲＤＦ工場がかなり寄与していると

思いますが，ＲＤＦ工場を除いたらど

のくらいの数字になりますか。 

ＲＤＦ工場を除いた場合のリサイクル

率は１４％です。 

鶴崎委員 家庭ごみは２００６年度まで増え

ていますが，一日一人あたりのごみ量

は減少しています。事業系ごみが関係

していると思いますが，家庭での取り

組みと企業の取り組みの違いなど，分

析はされていますか。 

 家庭ごみ，事業系ごみに関わらず，ま

ずは発生抑制を基本にしております。 

家庭ごみについては，ごみ分別ガイド

ブックを配布し適正な分別，処理を行い，

資源物は資源に回すようお願いしていま

す。事業系ごみについてはリーフレット

を配布し周知を図っています。 

河原委員 リサイクル率は２００３年から翌

年にかけて伸びていますが，ＲＤＦの

影響ですか。 

そのように分析しています。２００８

年度の広島県のリサイクル率が２３.

６％です。県内に７ヶ所，ＲＤＦ化する

施設がありますが，広島県全体を押し上

げている要因と考えています。 

 

 

議題（２）２０１０年度（平成２２年度）「福山発」の重点政策について 

発言者 質 疑 応 答 

福井会長 いろいろ重点政策で掲げられてい

ますが，どの部分について特に重点的

に啓発活動を行っていきたいと考えて

いますか。 

エコスクールは学校等で，環境に関わら

ずマネジメントを導入してもらい，子ども

たちにも取り組んでもらうものです。ま

た，太陽光発電の導入促進事業についても

今年度は事業者の方を対象に，大規模なも

のについて支援する制度を設けました。 

市民だけではなく，市民・事業者・行政

の３つがスクラムを組んで取り組んでい

くことが大事だと考えています。 

博多委員 

 

 

 

 

福山市の年間のＣＯ2 の排出量はど

れくらいですか。 

現在，福山市地球温暖化対策実行計画の

区域施策編で，福山市域から排出される温

室効果ガスについて削減する計画を策定

しているところですので，市域全体のＣＯ

2の排出量は不明です。福山市が事務事業
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者として排出する温室効果ガスについて

は，本年が５カ年計画の最終年度でひとつ

の区切りになりますが，当初計画の５％削

減という目標は達成できる見込みです。 

藤本委員 ふくやまエコスクールは家庭・地

域・学校での取り組みということで，

認定が２校とありますが，認定の対象

はどういったところなのですか。 

市内に所在する保育所，幼稚園，小学

校，中学校，高等学校です。 

三委員 協働のまちづくりについてですが，

環境ということで，市民の間に浸透

していないと感じますが，対策や事

業の取り組みについての説明があま

りないと思うのですが。 

まちづくり委員会と環境部が一緒になっ

て取り組んでいる全市一斉の清掃活動を

行っていますが，多くの市民の方に参加し

ていただいています。単純に清掃活動をす

るだけではく，分別しながら清掃活動をす

ることによって，環境問題を考えるきっか

けになり，ごみへの意識も変わると考えて

います。 

ほかにも，町内会や学校などを対象にし

た，ごみを含めた環境問題についての出前

講座を環境部全体で実施し，２１６件，延

べ約１１,０００人の方が参加されまし

た。 

福井会長 自治体によって分別方法など異な

りますが，自治体間で連携をとって

いけば，政策の効果が上がってくる

と思うのですが，どのように考えら

れていますか。 

福山市は燃やせるごみなど６種分別です

が，都市によっては，紙ごみやびん・缶な

ど資源ごみをもっと細かく分別している

自治体もありますし，逆に分別の種類が少

ない自治体もあります。また，福山市では

家庭ごみについて有料化していませんが，

有料化している自治体もあります。 

取り扱い，有料化，施設，分別等が異な

るので，情報を集めて，どうしていくのが

いいのか検討を行っていますが，連携をと

って何か一緒にやっていくということは

難しい状況です。 

古川委員 エコスクールについて，どういった

政策なのか教えてください。 

環境マネジメントの仕組みを取り入れ

ています。例えば，ごみの分別の徹底を

継続的に実行してもらいます。そして，

取り組んだ内容について年間を通じて報

告してもらい，振り返って今後に活かし

ていく制度です。さらに，ごみの分別に
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限定するのではなく，リサイクルや省エ

ネなど幅広く取り組んでいく内容です。 

 

 

議題（３）２０１０年度（平成２２年度）の主要施策の概要について 

発言者 質 疑 応 答 

藤井副会長 不法投棄の現状について報告して

ください。 

２００９年度実績で通報件数が２７７

件，量で４９トンです。２００８年度実績

で通報件数が２９８件，量で５２トンで

す。 

２００９年度は家電４品目に関しては，

テレビ１４５件，冷蔵庫４４件，洗濯機３

４件，エアコン１０件です。そのほかにも

タンスなどがあります。 

不法投棄防止の監視カメラについ

て，今までに何基設置して，今後の必

要件数はどのくらい見込まれています

か。 

今年度は２基申請しています。２００９

年度までの実績は３０基設置しています。

今後については，地域の方々と連携をと

りながら設置場所等を検討していきたい

と考えています。 

三委員 

エコでえ～ことキャンペーンにつ

いてなんですが，エコシールをこちら

から言わないとくれない場合がありま

す。せっかくキャンペーンを行ってい

るのだから，徹底してもらいたい。 

協力してもらっている店舗の方々も業

務で忙しくされている中，取り組んでも

らっています。 

啓発不足もあり，改善していきたいと

思っています。 

藤井副会長 容器包装プラスチックの再商品化

モデル事業について，結果の分析及び

報告はあるのでしょうか。内容を分析

し，施策や次の行動へフィードバック

させることも大切だと思います。 

２０１１年２月に開催予定の廃棄物減

量等推進審議会で２年間分まとめて報告

したいと考えています。 

２００９年度取り組む中でアンケート

を実施しました。その中で出ましたご意

見を少し紹介します。モデル事業参加者

の意見としては６種分別について多くの

方が理解されていますが，容器包装プラ

スチックの分別について難しい，参加し

て分別について理解できた，リサイクル

に関して関心がわいた，出前講座や施設

見学等をした方が分別の向上が図れるの

ではないか，などがありました。また，

参加できなかった方の意見としては，チ

ラシ配布でも可能なのではないか，など
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がありました。 

２０１０年度につきましては，２００

９年度同様，組成分析，出前講座，施設

見学等を実施する中で，市民の方々と意

見を交わし，生の声を聞きながら取り組

んでいきたいと考えています。 

佐藤委員 ペットボトルのリサイクルについ

て，福山市が回収したものについて

は海外に行っているようなことはな

いですね。 

ペットボトルを分別回収し，きれいなも

のは容器包装リサイクル協会で引き取っ

てもらい，今現在は日本合繊株式会社で処

理しています。 

博多委員 家電等を無料で回収している業者

がいますが，違法ではないのですか。

廃掃法の関係もあって，大きな課題とな

っております。今現在では有価物という形

で取り扱っています。 

 


